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８月２２日(水)、一番長い期間の二学期がスタートしました。始業式では、全校３６名全員が
そろい、事故やケガ・病気の連絡もなく、元気な姿にとても安心しました。全国では、熱中症に
よる被害が多発していましたが、子ども達は元気に登校してくれました。とてもうれしく思って
おります。ご家庭でのご指導、ご配慮に心から感謝申し上げます。
１学期始業式で子ども達に、二つの宿題を出しました。｢普段することのない経験・体験を積

む｣、｢家族のために何かする｣の二つです。子ども達全員に、そのことについてアンケートをと
りました。その結果を紹介します。

【経験・体験】
・野外活動(キャンプ等)を経験したことをあげている人は、１５名。お祭りや花火大会に参加したり見たり
した人は、１４名。野球部の新人戦での初勝利をあげている人が２名いました。家族や親戚とのバーベキ
ューをあげた人も多くいました。(色々な体験：魚釣り、虫取り、馬に乗る、ホタルを見る、グランドゴル
フ、映画鑑賞、アスレチック、水族館等)【色々な経験や体験を積むことができましたね。とてもよかった
と思います 】。
【家族のために】
・家の中のお手伝いをした人は、３６名全員でした。(米とぎ、皿洗い、洗濯物をたたむ、くつならべ、ぞう
きんがけ。料理作り、茶碗・皿洗い、掃除、食器並べ・後片付け、洗濯物を干す、風呂掃除等) 家のお仕
事を手伝った人もいました。６名(たばこ、トウモロコシ、ジャガイモ、ピーマン、トマト、モモ等のお仕
事、畑の世話、野菜の収穫等の手伝い) そのほかにも、祖母の介護、妹のお世話、お盆の準備、母へのマ
ッサージというものもありました 【夏休み中、家族のために色々がんばっていたんですね。とても素晴ら。
しいと感じます 】。

始業式に子ども達に２学期取り組んでほし
いことを以下のようにお話しました。

①一つ目は、あいさつです。いつもお話をし
ていることですね 「あいさつをしっかり。
しましょう 」あいさつは、誰にでもでき。
る言葉です。｢笑顔で明るく 相手の目を
見て 自分から積極的に｣、このことをや
っていきましょう。

②二つ目は 「自分から何でもしていこう」、
です。進んで色々なことに取り組みましょ
う。進んで人と話しましょう。

八戸市内の8月31日には、｢複式７校集合学習｣(
7 ｽﾎﾟｰﾂ ｹﾞｰﾑ ｡)が複式校 校が東体育館に集い、 や を通して交流します

行われます。今年は全校で参加します。ほ
かの小学校の子ども達と積極的に交流しま
しょう。とても楽しみですね。

２学期は、学習に、スポーツに、文化活動
にじっくり取り組める時期です。さらに、学
習発表会、創立記念祭・収穫感謝祭の二つの
大きい行事があります。これらに子ども達が
しっかり取り組んでいけるよう、教職員力を
合わせて、指導して参ります。どうぞ、保護
者、地域のみなさまのご支援・ご協力をよろ
しくお願いします。
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相田みつを美術館を訪ねて

夏休み中に東京都千代田区丸の内 東京国際フ
ォーラム地下にある｢相田みつを美術館｣に行って
きました。相田みつをさんは、書家、詩人として
知られている方です。独特な書体と本質をついた
詩により、多くのファンがいます。1991年に永眠
されました。今回は、 という｢負けることの尊さ｣
テーマでの企画展をしていました。相田みつをさ

｢負けてくれる人のおんは、
かげで勝たせてもらう。どっち
かが負けなければケリがつか
ぬ。勝つことばかりが人生じ

という考えをもっゃない。｣
ていたそうです。賛否は分
かれるとは思いますが、意
味深いものと思いました。

｢命｣の大切
さを詠んだ詩

。もありました
とても気に入
っています。
二学期始業式
の日に子ども

、達にも紹介し
命の大切さに
ついてお話を
しました。

夏休み作品展
子供たちが夏休み中に取り組ん

だ作品をホールに展示しました。
工作や発明工夫、貯金箱や習字な
ど、全児童が様々な作品を制作し
それを見合うことにより、作るこ
との喜びと次への意欲が生まれた
と思います。期間中は、たくさん
の保護者の皆様にご来校いただき
ましてありがとうございます。今
年も、力作ぞろいでした。受賞者

金賞受賞で笑顔の七海さんを紹介します。

「 」学校長賞 松石 七海さん こしいた０(ｾﾞﾛ) マルチの穴開け機

優秀賞 小山 結香さん 村松 知佳さん 馬場 結菜さん
白石 莉子さん 柳沢 玲美さん

努力賞 門前 悠人さん 古里 優心さん 金谷 栞里さん
村上 琉奈さん 舘 悠介さん 前川原 新さん
住澤 徠人さん 中村蒼一朗さん 門口 昊志さん

江戸時代の島守（その２７）
文化２年(1805)２月４日
「島守村巻の小三郎の子、みの三十二才が、一月二十八日市
用にて八戸へ来たところ、是川村舘前にて吹雪にて死んだ旨

。 、 、 、申し出る 大下書 名主へ親類五人組立合い 怪しき点なく
葬り勝手次第と申し渡さる」

巻の32才の「みの」さんが、八戸の店に用事を足しに行く
途中、是川の舘前
で吹雪にあって亡
くなったという記
録です。役人たち
が立ち会って調べ
たところ、怪しい
点はなかったとい
うことです。
温暖化した今と

違って、昔は雪も
寒さも今より厳し

。かったと思います
「みの」さん、平
地で吹雪で死ぬな

是川館前の庚申の石碑んて可哀相でした。
南郷歴史民俗資料館 古里 淳

9月の行事予定
３(月) 南郷陸上競技場で練習日
５(水) 水泳教室(上学年）A校時
６(木) 水泳教室(下学年）委員会

ALT学校訪問日 A校時
７(金) 市内陸上競技会 移動図書館

動物ふれあい指導（1年）
11(火) 水泳教室（下学年）

市内陸上競技会予備日
12(水) 1学年研究授業 ロング昼休み
13(木) 水泳教室（上学年）

島中壮行式参加（6年）
14(金）食に関する指導(4･5年）

ALT学校訪問日
こころの劇場(6年)

17(月）祝日（敬老の日）
19(水) 自由参観日 マラソン大会 A校時
20(木）クラブ活動
21(金）ALT学校訪問日
24(月) 振替休業日
25(火) 集金日
26(水) 交通安全キャンペーン

6学年研究授業
27(木) クラブ活動 ALT学校訪問日

全校稲刈り(10:30～12:00)
28(金) 前期通信票配布 前期終了式

代表委員会

陸上大会に向けて
９月７日に行われる市内陸上競

技会に向けて、４年生以上全員が
練習に励んでいます。子どもたち

は、やる気満々
です。それぞれ
の種目に分かれ
て練習をしま
す。自己ベスト
に向かって全力
でがんばってい
ます。

ゴムチューブを使ったダッシュ

新しくなった砂に向かってロングジャンプ

２学期がんばりたいこと（始業式）
夏休みが終わり、みんな元気に登校してきました。始業式では、代

表として三人の児童が、二学期がんばりたいことを発表しました。

金谷 栞里さん「さかあがりができるようにがんばります。そのため
に休み時間などに練習をします 」。

小原 愛夢さん「陸上記録会で入賞できるよう練習をがんばります。
計算を速く正確にできるようにがんばります 」。
「 、 。松石 七海さん ７０秒間走で 同じ速さで走れるようがんばります
手を挙げて発表をがんばります。読書では歴史や伝
記なども読むようにします 」。


